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万
葉
集
「
仙
柘
枝
が
歌
三
首
」
|
|
左
注
表
記
を
手
が
か
り
に
|
|
は
じ
め
に
万
葉
集
巻
三
の
「
雑
歌
」
に
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
歌
群
が
あ
る
。
仙
柘
枝
が
歌
三
首
あ
ら
れ
ふ
E
し
み
た
け
，
d
が
A
霞
降
り
吉
志
美
が
岳
を
険
し
み
と
草
取
り
は
な
ち
妹
が
手
を
取
る
(
巻
三
・
三
八
五
)
右
の
一
首
、
或
は
云
は
く
、
吉
野
の
人
味
稲
、
柘
枝
仙
媛
に
与
ふ
る
歌
な
り
、
と
い
ふ
。
た
だ
し
、
柘
枝
伝
を
見
る
に
、
こ
の
歌
あ
る
こ
と
な
し
。
ゆ
ろ
へ
つ
み
さ
え
と
B
こ
の
タ
柘
の
小
枝
の
流
れ
来
ば
梁
は
打
た
ず
て
取
ら
ず
か
も
あ
ら
む
(
三
八
六
)
右
の
一
首
C
古
に
梁
打
つ
人
の
な
か
り
せ
ば
こ
こ
に
も
あ
ら
ま
し
柘
の
枝
は
も
(
三
八
七
)
右
の
一
首
、
若
宮
年
魚
麻
目
が
作
こ
の
歌
群
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
浄
工
大
が
川
で
梁
に
か
か
っ
た
柘
の
の
位
置
づ
け
安
園
宏
紀
枝
を
拾
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
枝
が
仙
女
に
化
し
た
と
い
う
内
容
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
伝
承
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
「
柘
枝
伝
説
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
視
点
か
ら
内
容
の
推
定
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
伝
承
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
当
該
の
三
首
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
う
た
わ
れ
た
歌
で
、
文
学
史
上
ど
の
よ
う
な
位
置
に
置
か
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
左
注
の
表
記
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
当
該
歌
が
う
た
わ
れ
た
状
況
と
文
学
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
c
な
お
、
便
宜
上
、
コ
一
八
五
番
歌
を
「
A
歌
」
、
三
八
六
番
歌
を
「
B
歌
」
、
三
八
七
番
歌
を
「
C
歌
」
、
当
該
歌
群
の
こ
と
を
「
柘
枝
歌
群
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
巧
t
内
L
左
注
表
記
と
宴
の
関
係
柘
枝
歌
群
の
歌
々
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
う
た
わ
れ
た
歌
か
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
中
西
進
は
巻
二
十
冒
頭
の
「
山
村
に
幸
行
し
し
時
の
歌
二
首
」
(
四
二
九
三
j
四
二
九
四
)
と
の
比
較
を
通
し
な
が
ら
、
「
何
れ
か
の
行
幸
の
折
の
歌
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
西
宮
一
民
や
伊
藤
博
は
、
「
雑
歌
」
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
な
が
ら
宴
席
に
お
け
る
歌
で
あ
る
と
想
定
し
た
。
し
か
し
、
柘
校
歌
群
の
題
調
や
左
注
に
は
行
幸
や
宴
席
に
関
す
る
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
こ
の
歌
群
を
そ
う
し
た
場
に
お
け
る
歌
と
み
る
立
場
は
い
ま
だ
通
説
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
当
該
の
三
首
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
う
た
わ
れ
た
歌
で
あ
る
の
か
見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
、
題
詞
と
左
注
の
記
述
方
法
に
注
目
し
て
み
た
い
。
柘
枝
歌
群
で
は
、
「
仙
柘
枝
が
歌
三
首
」
と
い
う
題
調
に
よ
っ
て
歌
群
が
「
歌
三
首
」
か
ら
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
「
歌
三
首
」
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
「
右
の
一
首
」
と
い
う
左
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
題
調
と
左
注
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
例
え
ば
、
巻
十
三
に
み
ら
れ
る
題
詞
を
持
た
な
い
「
右
の
一
首
」
や
「
右
の
二
首
」
と
い
う
左
注
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
万
葉
集
中
か
ら
、
題
詞
に
お
い
て
「
歌
何
首
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
「
歌
何
首
」
に
対
し
て
「
右
の
何
首
」
と
い
う
か
た
ち
で
左
注
を
付
す
と
い
う
記
述
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
歌
群
を
整
理
す
る
と
、
柘
枝
歌
群
を
除
い
て
五
人
歌
群
、
二
七
四
首
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
用
例
を
題
調
や
左
注
の
情
報
か
ら
分
類
す
る
と
、
次
の
三
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
タ
イ
プ
I
】
行
幸
関
連
の
歌
巻
一
・
五
四
1
五
六
・
五
七
1
五
人
・
六
六
1
六
九
・
七
一
j
七
二
・
七
四
l
七
五
巻
六
・
九
九
七
1
一
O
O
二
【
タ
イ
プ
E
】
宴
席
関
連
の
歌
巻
四
・
五
六
六
1
五
六
七
・
五
六
八
1
五
七
一
巻
六
・
一
O
一三
1
一
O
一
四
・
一
O
二
四
1
一
O
二
七
・
一
O
四
一
1
一
O
四
三
巻
八
・
一
五
五
七
l
一
五
五
九
・
一
五
七
四
1
一
五
人
0
・
一
五
八
一
l
一
五
九
一
巻
十
七
・
三
九
四
三
1
三
九
五
五
・
三
九
九
五
1
三
九
九
八
巻
十
八
・
四
O
三
六
i
四
O
四
三
・
四
O
四
六
1
四
O
五
一
・
四
O
五
二
i
四
O
五
五
・
四
O
六
六
1
四
O
六
九
・
四
O
八
六
1
四
O
八
八
巻
十
九
・
四
一
一
一
一
一
一
l
四
二
二
三
・
四
二
五
七
1
四
二
五
九
・
四
二
六
九
1
四
二
七
二
・
四
二
七
三
1
四
二
七
八
・
四
二
七
九
1
四
二
八
一
・
四
二
八
二
1
四
二
八
四
巻
二
十
・
四
二
九
五
1
四
二
九
七
・
四
二
九
八
1
四
三
0
0
・
四
三
O
二
1
四
三
O
三
・
四
四
三
三
1
四
四
三
五
・
四
四
四
二
1
四
四
四
四
・
四
四
四
六
1
四
四
四
人
・
四
四
四
九
1
四
四
五
一
・
四
四
五
二
1
四
四
五
三
・
四
四
五
四
1
四
四
五
六
・
四
四
五
七
i
四
四
五
九
・
四
四
八
六
1
四
四
八
七
・
28 
四
四
八
八
1
四
四
九
0
・
四
四
九
三
1
四
四
九
四
・
四
四
九
六
i
四
五
O
五
・
四
五
O
六
1
四
五
一
0
・
四
五
一
一
1
四
五
二
二
【
タ
イ
プ
E
】
大
伴
旅
人
・
家
持
関
連
の
歌
巻
三
・
四
三
人
1
四
四
0
・
四
四
六
1
四
五
0
・
四
五
四
1
四
五
九
・
四
七
五
1
四
八
O
巻
十
七
・
三
八
九
0
1三
八
九
九
巻
二
十
・
四
三
二
一
1
四
三
二
七
・
四
三
二
八
1
四
三
三
0
・
四
三
三
七
1
四
三
四
六
・
四
三
四
七
1
四
三
五
九
・
四
三
六
三
1
四
三
七
二
・
四
三
七
三
1
四
三
八
三
・
四
三
八
四
l
四
三
九
四
・
四
四
O
一
1
四
四
O
三
・
四
四
O
四
1
四
四
O
七
・
四
四
一
一
一
一
ZEe-'
四
四
二
四
柘
校
歌
群
以
外
の
用
例
は
、
行
幸
(
タ
イ
プ
I
)
や
宴
席
(
タ
イ
プ
E
)
と
い
っ
た
場
に
関
連
す
る
歌
か
、
大
伴
旅
人
・
家
持
に
関
連
す
る
歌
(
タ
イ
プ
E
)
に
偏
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
う
ち
の
タ
イ
プ
E
の
用
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
・
神
亀
五
年
戊
辰
、
大
宰
帥
大
伴
卿
、
故
人
を
思
ひ
恋
ふ
る
歌
一
一
一
首
右
の
一
首
、
別
れ
去
に
て
数
旬
を
経
て
作
る
歌
。
(
四
三
人
)
右
の
二
首
、
京
に
向
か
は
む
と
す
る
時
に
作
る
歌
。
(
四
三
九
i
四
四
O
)
・
天
平
二
年
庚
午
の
冬
十
二
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
、
京
に
向
か
ひ
て
道
に
上
る
時
に
作
る
歌
五
首
右
の
三
首
、
斬
の
浦
に
過
る
日
に
作
る
歌
。
(
四
四
六
1
四
四
八
)
右
の
二
首
、
敏
馬
の
崎
に
過
る
日
に
作
る
歌
。(
四
四
九
1
四
五
O
)
・
天
平
三
年
辛
未
の
秋
七
月
に
、
大
納
言
大
伴
卿
の
亮
ぜ
し
時
の
歌
六
首右
の
五
首
、
資
人
余
明
軍
、
犬
馬
の
慕
ひ
に
勝
へ
ず
し
て
、
心
の
中
に
感
緒
ひ
て
作
る
歌
。
(
四
五
四
i
四
五
人
)
右
の
一
首
、
内
札
正
県
犬
養
宿
禰
人
上
に
勅
し
て
、
卿
の
病
を
検
護
し
む
。
し
か
れ
ど
も
医
薬
も
験
な
く
、
逝
く
水
の
留
ま
ら
ず
。
こ
れ
に
因
り
て
悲
働
し
て
、
即
ち
こ
の
歌
を
作
る
。(
四
五
九
)
・
十
六
年
甲
申
の
春
二
月
、
安
積
皇
子
の
亮
ぜ
し
時
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持
が
作
る
歌
六
首
右
の
三
首
、
二
月
三
日
に
作
る
歌
。
(
四
七
五
l
四
七
七
)
右
の
三
首
、
三
月
二
十
四
日
に
作
る
歌
。
(
四
七
八
1
四
八
O
)
こ
こ
で
は
題
調
で
歌
の
作
者
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
左
注
で
は
歌
の
う
た
わ
れ
た
時
や
状
況
に
関
す
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
タ
イ
プ
ー
や
タ
イ
プ
E
の
用
例
が
、
題
調
で
は
な
く
左
注
で
作
者
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
タ
イ
プ
I
は
主
に
行
幸
の
中
途
や
行
幸
先
に
お
け
る
旅
宿
り
の
際
に
興
じ
あ
っ
た
と
み
れ
ば
、
タ
イ
プ
E
と
同
じ
よ
う
に
宴
席
に
近
い
席
上
で
披
露
さ
れ
た
歌
と
凸
『
d
内
L
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
だ
ろ
う
。
C
歌
の
よ
う
に
左
注
で
作
者
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
柘
枝
歌
群
は
、
タ
イ
プ
ー
や
タ
イ
プ
E
に
近
い
例
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
ま
た
、
す
で
に
伊
藤
博
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
B
歌
に
は
「
こ
の
タ
」
、
C
歌
に
は
「
こ
こ
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
家
持
の
「
二
十
三
日
に
、
興
に
依
り
て
作
る
歌
二
首
」
の
一
首
、
我
が
や
ど
の
い
さ
さ
群
竹
吹
く
風
の
音
の
か
そ
け
き
斗
の
タ
か
も
(
巻
二
十
・
四
二
九
O
)
に
み
ら
れ
る
「
こ
の
タ
」
が
「
二
十
三
日
」
の
「
タ
」
で
あ
る
こ
と
や
、
同
じ
く
家
持
の
「
二
十
四
日
は
立
夏
四
月
の
節
に
応
る
。
こ
れ
に
因
り
て
二
十
三
日
の
暮
に
、
忽
ち
に
塞
公
鳥
の
暁
に
喧
か
む
声
を
思
ひ
て
作
る
歌
二
首
」
の
一
首
、
常
人
も
起
き
つ
つ
聞
く
そ
ほ
と
と
ぎ
す
斗
叫
瑚
叫
来
鳴
く
初
声
(
巻
十
九
・
四
一
七
一
)
に
み
ら
れ
る
「
こ
の
暁
」
が
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
来
て
鳴
く
べ
き
立
夏
の
二
十
四
日
の
「
暁
」
を
き
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
B
歌
の
「
こ
の
タ
」
も
、
あ
る
特
定
の
現
場
を
指
示
し
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
っ
C
歌
の
「
こ
予
と
も
う
た
い
手
の
い
る
空
間
的
な
場
所
を
指
示
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
左
注
の
組
み
合
わ
せ
例
の
偏
在
傾
向
と
現
場
指
示
の
表
現
か
ら
み
て
、
題
詞
に
歌
の
場
に
関
す
る
記
述
を
持
っ
て
い
な
い
柘
枝
歌
群
に
つ
い
て
も
、
宴
の
周
辺
に
あ
っ
た
歌
だ
と
い
う
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
だ
ろ
う
。
三
首
の
表
現
次
に
、
三
首
の
表
現
を
確
認
し
て
い
き
た
い
前
国
風
土
記
』
逸
文
の
、
卿
聞
の
士
女
、
酒
を
提
げ
琴
を
抱
き
て
、
歳
毎
の
春
と
秋
と
に
携
手
り
登
望
り
楽
飲
し
歌
ひ
舞
へ
り
c
曲
尽
き
て
帰
る
。
歌
の
詞
に
一玄ふ、
薮
振
る
杵
島
が
岳
を
さ
が
し
み
と
草
取
り
が
ね
て
州
制
割
引
刑
判
制
こ
は
杵
嶋
曲
な
り
と
『
古
事
記
』
仁
徳
天
皇
条
の
、
天
皇
、
此
の
歌
を
聞
き
て
、
即
ち
軍
を
興
し
、
殺
さ
む
と
欲
ひ
き
F
爾
く
し
て
、
速
総
別
王
・
女
鳥
王
、
共
に
逃
げ
退
き
て
、
倉
椅
山
に
騰
り
き
。
是
に
、
速
総
別
王
の
歌
ひ
て
日
は
く
、
梯
立
の
倉
椅
山
を
険
し
み
と
岩
懸
き
か
ね
て
剥
刑
判
明
引
制
叫
(
記
六
九
)
と
の
類
歌
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
A
歌
や
そ
の
類
歌
に
「
妹
が
手
を
取
る
」
や
「
我
が
手
取
ら
す
も
」
と
い
う
よ
う
な
、
相
手
の
「
手
を
取
る
・
取
ら
せ
る
」
と
い
う
行
為
が
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
コ
万
葉
集
に
み
ら
れ
る
七
十
七
例
の
「
手
」
の
う
ち
、
動
詞
「
取
る
」
と
の
組
み
合
わ
せ
が
み
ら
れ
る
の
は
二
十
例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
十
六
例
ま
で
が
手
で
ま
ず
、
A
歌
は
『
肥
nu 
q
ペリ
も
の
を
「
取
る
」
場
合
の
例
で
、
手
が
「
取
る
」
動
作
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
例
は
、
A
歌
以
外
で
は
次
の
三
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
槍
隈
槍
隈
川
の
瀬
を
速
み
君
が
手
取
ら
ば
言
寄
せ
む
か
も
(
巻
七
・
一
一
O
九
)
佐
伯
山
卯
の
花
持
ち
し
か
な
し
き
が
手
を
し
取
り
て
ば
花
は
散
る
と
も
(
巻
七
・
一
二
五
九
)
稲
揚
け
ば
か
か
る
我
が
手
を
A
ユ
佼
も
か
殿
の
若
子
が
取
り
て
嘆
か
む
(
巻
十
四
・
三
四
五
九
)
=o九番
歌
に
は
、
槍
隈
川
の
流
れ
が
速
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
「
君
が
手
」
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
川
の
流
れ
が
速
い
こ
と
を
口
実
に
し
て
相
手
の
手
を
取
ろ
う
と
う
た
う
表
現
は
、
A
歌
や
そ
の
類
歌
に
見
ら
れ
る
山
が
険
し
い
こ
と
を
理
由
に
「
妹
が
手
」
を
取
ろ
う
と
す
る
発
想
と
類
似
し
て
い
る
。
一
二
五
九
番
歌
は
、
佐
伯
山
で
卯
の
花
を
持
っ
て
い
る
い
と
し
い
娘
の
手
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
花
は
散
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
う
た
っ
て
い
る
。
こ
の
「
手
を
し
取
」
る
と
い
う
行
為
は
、
女
を
得
た
い
と
願
う
男
の
行
動
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
三
四
五
九
番
歌
は
、
荒
れ
た
私
の
手
を
今
夜
も
「
殿
の
若
子
」
が
取
っ
て
嘆
か
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
か
と
う
た
っ
て
い
る
。
右
の
三
首
に
は
、
お
お
む
ね
異
性
の
手
を
取
る
こ
と
に
関
わ
る
願
望
が
う
た
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
『
肥
前
国
風
土
記
』
逸
文
の
歌
謡
が
歌
垣
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
速
総
別
王
と
女
鳥
王
の
関
係
か
ら
み
て
も
、
異
性
の
手
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
恋
情
を
示
す
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
妹
が
手
を
取
る
」
と
う
た
う
A
歌
は
、
「
妹
」
へ
の
恋
情
を
う
た
う
歌
と
い
え
る
。
次
に
、
B
歌
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
四
句
目
の
「
梁
は
打
た
ず
て
」
の
「
ず
て
」
を
め
ぐ
る
解
釈
の
揺
れ
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
先
行
論
は
、
「
梁
は
か
け
な
い
の
で
」
と
訳
し
て
五
句
目
の
「
取
ら
ず
か
も
あ
ら
む
」
の
原
因
を
四
句
目
に
求
め
る
立
場
と
、
「
ず
て
」
に
原
因
・
理
由
の
意
を
求
め
ず
、
梁
を
仕
掛
け
な
い
で
、
と
い
う
程
度
に
訳
す
立
場
で
二
分
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
ず
て
」
を
「
の
で
」
と
訳
す
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
「
ず
て
」
は
、
打
消
し
の
「
ず
」
が
助
調
の
「
て
」
を
伴
う
用
法
で
あ
る
。
「
て
」
を
挟
ん
だ
前
件
と
後
件
が
、
順
接
や
逆
接
の
因
果
関
係
に
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
「
て
」
そ
れ
自
体
が
積
極
的
に
そ
う
し
た
前
後
関
係
の
あ
り
方
を
示
す
、
」
と
は
な
い
。
「
ず
て
」
は
、
基
本
的
に
「
1
な
い
で
」
と
訳
さ
れ
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
続
い
て
、
五
句
自
の
「
取
ら
ず
か
も
あ
ら
む
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「
か
も
あ
ら
む
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
用
例
を
次
に
挙
げ
て
み
よ
、つノ。
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和
銅
三
年
庚
成
の
春
二
月
、
藤
原
京
よ
り
寧
楽
宮
に
遷
る
時
に
、
御
輿
を
長
屋
の
原
に
停
め
古
郷
を
廻
望
み
て
作
ら
す
歌
一
書
く
に
云
は
く
、
太
上
天
皇
の
御
製
飛
ぶ
鳥
の
明
日
香
の
里
を
置
き
て
去
な
ば
君
が
あ
た
り
は
見
え
ず
州
叫
刻
引
剖
〈
一
に
云
ふ
、
「
君
が
あ
た
り
を
見
ず
て
か
叫
あ
ら
む
」
〉
(
巻
一
・
七
八
)
土
形
娘
子
を
泊
瀬
の
山
に
火
葬
り
し
時
に
、
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
が
作
る
歌
一
首
こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
山
の
山
の
際
に
い
き
よ
ふ
雲
は
妹
に
例
制
刻
引
制
(
巻
三
・
四
二
人
)
見
ま
く
欲
り
恋
ひ
っ
つ
待
ち
し
秋
萩
は
花
の
み
咲
き
て
成
ら
ず
州
制
刻
叫
剖
(
巻
七
・
一
三
六
四
)
こ
も
引
く
の
泊
瀬
の
山
に
震
立
ち
た
な
び
く
雲
は
妹
に
か
も
あ
ら
む
(
巻
七
・
一
四
O
七
)
去
か
の
波
の
潮
さ
ゐ
島
と
よ
み
寄
そ
り
し
君
は
逢
は
ず
州
制
刻
引
制
(
巻
十
一
・
二
七
三
一
斗
天
の
原
富
士
の
柴
山
木
の
暗
の
時
ゆ
っ
り
な
ば
逢
は
ず
州
制
剖
引
制
(
巻
十
四
・
三
三
五
五
叶
人
麻
呂
の
四
二
八
番
歌
と
そ
の
類
歌
で
あ
る
一
四
O
七
番
歌
に
「
妹
に
か
も
あ
ら
む
」
と
い
う
例
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
四
例
は
B
歌
と
同
じ
よ
う
に
「
動
詞
+
打
消
ず
+
か
も
あ
ら
む
」
と
い
、
ヱ
衣
現
を
と
っ
て
い
る
。
七
八
番
歌
は
和
銅
三
年
(
七
一
O
)
の
平
城
京
遷
都
の
際
、
長
屋
の
原
か
ら
旧
都
と
な
る
藤
原
京
を
振
り
返
っ
て
作
ら
れ
た
歌
と
み
ら
れ
る
。
明
日
香
の
里
を
捨
て
て
行
っ
た
な
ら
ば
、
君
の
い
る
辺
り
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
い
よ
い
よ
藤
原
京
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
感
慨
が
う
た
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
二
三
ハ
四
番
歌
は
、
秋
萩
は
花
だ
け
咲
い
て
実
を
結
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
、
花
が
実
を
結
、
は
な
い
だ
ろ
う
こ
と
に
寄
せ
て
男
女
の
関
係
が
進
展
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
う
た
っ
て
い
る
。
二
七
三
一
番
歌
は
、
声
高
に
言
い
寄
ら
れ
て
い
る
君
と
は
、
逢
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
う
た
っ
て
い
る
。
三
三
五
五
番
歌
は
、
富
士
の
柴
山
の
木
陰
が
暗
く
な
る
季
節
が
過
ぎ
た
ら
、
逢
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
う
た
っ
て
い
る
。
右
の
四
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
ー
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
三
六
四
番
歌
が
醤
聡
歌
、
二
主
三
・
三
三
五
五
番
歌
が
相
聞
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
逢
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
実
を
結
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
の
裏
に
は
、
逢
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
ゃ
実
を
結
ん
で
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
O
B
歌
は
、
「
こ
の
タ
」
に
も
し
も
「
柘
の
小
枝
」
が
流
れ
て
来
た
な
ら
ば
、
梁
は
打
た
な
い
で
取
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
(
本
当
は
と
り
た
い
の
だ
が
て
と
う
た
う
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
C
歌
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
C
歌
で
は
、
「
せ
ば
1
ま
し
」
の
反
実
仮
想
の
構
文
を
と
り
つ
つ
、
昔
、
「
梁
打
つ
人
」
が
「
柘
の
枝
」
を
と
っ
て
し
ま
わ
な
か
っ
た
ら
、
「
柘
の
枝
」
は
「
こ
こ
」
に
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
結
句
に
は
、
話
し
手
と
過
去
に
特
定
の
交
渉
が
あ
っ
て
現
在
は
存
在
し
な
い
も
の
や
遠
く
は
な
れ
て
い
る
も
の
に
対
す
る
愛
惜
の
こ
も
っ
た
詠
歎
を
表
現
す
る
「
は
も
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
C
歌
は
、
「
梁
打
つ
人
」
が
「
柘
の
枝
」
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を
取
っ
た
と
い
う
伝
承
の
内
容
を
「
古
」
の
も
の
と
み
て
思
い
を
は
せ
っ
つ
、
そ
の
憧
れ
の
状
況
が
「
こ
こ
」
に
も
あ
っ
た
ら
と
願
う
の
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
の
で
残
念
だ
と
い
う
気
持
ち
を
う
た
う
歌
で
あ
る
と
考
h
え
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
を
整
理
す
る
と
、
A
歌
は
伝
承
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
妹
」
へ
の
恋
情
を
示
し
た
歌
で
、
伝
承
中
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
味
稲
」
の
立
場
に
仮
託
し
て
う
た
わ
れ
た
歌
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
梁
は
打
た
ず
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
伝
承
と
は
異
な
っ
て
梁
を
打
て
な
い
立
場
を
う
た
う
B
歌
や
、
伝
承
中
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
梁
打
つ
人
」
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
と
仮
定
す
る
C
歌
は
、
伝
承
に
よ
り
な
が
ら
も
伝
承
の
内
容
か
ら
外
れ
る
表
現
を
持
っ
た
歌
だ
と
い
え
よ
う
。
伝
承
を
享
受
す
る
歌
世
界
三
首
の
歌
表
現
を
、
先
に
見
通
し
を
立
て
た
場
に
組
み
込
ん
で
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
A
歌
は
「
妹
」
へ
の
恋
情
を
示
す
歌
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
「
妹
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
伝
承
中
の
登
場
人
物
で
あ
り
、
左
注
が
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
「
柘
枝
仙
媛
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
A
歌
は
伝
承
中
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
味
稲
」
の
立
場
に
仮
託
し
て
、
伝
承
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
柘
枝
仙
媛
」
へ
の
恋
情
を
う
た
っ
た
歌
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
「
梁
は
打
た
ず
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
梁
を
使
わ
な
い
立
場
を
う
た
う
B
歌
は
、
梁
を
打
っ
た
伝
承
中
の
登
場
人
物
と
は
異
な
る
立
場
を
描
き
出
し
て
い
る
。
B
歌
の
「
梁
は
打
た
ず
て
」
に
つ
い
て
、
『
新
全
集
』
は
「
梁
は
仕
掛
け
な
い
で
枝
は
取
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
訳
し
、
頭
注
で
「
自
分
だ
っ
た
ら
梁
に
掛
け
る
よ
う
な
手
荒
な
捕
え
方
は
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
踏
み
込
ん
だ
指
摘
を
し
て
い
る
。
「
梁
を
打
た
な
い
」
と
う
た
う
B
歌
の
う
た
い
手
は
、
伝
承
の
登
場
人
物
と
は
違
う
、
「
自
分
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
立
場
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
B
歌
の
「
梁
は
打
た
ず
て
」
と
い
、
ヱ
衣
現
か
ら
は
、
伝
承
の
登
場
人
物
は
こ
う
し
た
け
れ
ど
、
自
分
、
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
う
た
い
手
の
自
己
意
見
が
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
B
歌
は
単
に
伝
承
の
内
容
を
う
た
っ
た
だ
け
で
な
く
、
伝
承
を
享
受
す
る
態
度
を
も
っ
て
う
た
わ
れ
た
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
C
歌
の
「
梁
打
つ
人
」
と
は
伝
承
中
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
味
稲
」
の
こ
と
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
C
歌
で
は
「
梁
打
つ
人
の
な
か
り
せ
ば
」
と
う
た
っ
て
、
こ
の
「
味
稲
」
が
い
な
か
っ
た
ら
と
い
う
仮
定
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
伝
説
や
伝
承
に
ょ
せ
た
歌
の
中
で
、
登
場
人
物
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
と
仮
定
す
る
表
現
を
も
っ
歌
は
、
万
葉
歌
で
は
他
に
類
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
C
歌
に
も
、
伝
承
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
く
と
い
う
態
度
が
認
め
ら
れ
る
。
伝
承
や
伝
説
中
の
登
場
人
物
に
対
し
て
、
作
者
が
自
身
の
思
い
を
述
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べ
る
よ
う
な
も
の
言
い
を
と
る
歌
は
、
例
え
ば
高
橋
虫
麻
呂
の
「
水
江
の
浦
島
子
を
詠
む
一
首
井
せ
て
短
歌
」
に
み
ら
れ
る
し
長
歌
の
「
世
の
中
の
愚
か
人
」
と
、
反
歌
の
「
お
そ
や
こ
の
君
」
が
そ
れ
で
あ
る
の
水
江
の
浦
島
子
を
詠
む
一
首
弁
せ
て
短
歌
:
か
み
結
び
常
世
に
至
り
海
神
の
神
の
宮
の
内
の
重
の
妙
な
る
殿
に
携
は
り
二
人
入
り
居
て
老
い
も
せ
ず
死
に
も
せ
ず
し
て
永
き
世
に
あ
り
け
る
も
の
を
世
の
中
の
愚
州
川
の
我
妹
子
に
告
り
て
語
ら
く
・
;
(
巻
九
・
一
七
回
O
)
反
歌
常
世
辺
に
住
む
べ
き
も
の
を
剣
大
万
汝
が
心
か
ら
お
そ
や
こ
の
君
(
一
七
四
こ
こ
れ
も
、
伝
承
の
世
界
に
よ
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
伝
承
中
の
登
場
人
物
に
対
し
て
「
愚
か
」
や
「
お
そ
」
と
い
う
意
見
を
組
み
込
み
な
が
ら
伝
承
を
享
受
し
た
歌
で
あ
る
。
で
は
、
柘
枝
歌
群
の
よ
う
に
、
複
数
の
人
間
が
集
う
状
況
に
お
い
て
う
た
わ
れ
た
例
は
な
い
だ
ろ
う
か
c
万
葉
集
中
に
確
実
な
類
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『
大
和
物
語
』
百
四
十
七
段
「
生
田
川
」
を
挙
げ
て
み
た
い
c
百
四
十
七
段
は
、
万
葉
集
で
田
辺
福
麻
巴
(
巻
九
・
一
八
O
一
Fl
一
八
O
三
)
や
高
橋
虫
麻
呂
(
巻
九
・
一
八
O
九
1
一
八
一
二
、
大
伴
家
持
(
巻
十
九
・
四
一
一
一
一
1
四
一
一
一
一
一
)
が
題
材
と
し
た
蒐
原
処
女
伝
説
に
関
連
す
る
章
段
で
あ
り
、
伝
説
の
内
容
に
つ
い
て
描
写
す
る
第
一
部
と
、
伝
説
を
扉
風
絵
に
し
た
も
の
を
材
料
と
し
て
歌
を
連
作
し
た
第
二
部
と
、
こ
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
後
日
謹
を
記
し
た
第
三
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
次
に
挙
げ
る
第
二
部
で
あ
る
。
か
か
る
こ
と
ど
も
の
む
か
し
あ
り
け
る
を
、
絵
に
み
な
書
き
て
、
故
后
の
宮
に
人
の
奉
り
た
り
け
れ
ば
、
こ
れ
が
う
へ
を
、
み
な
人
々
こ
の
人
に
か
は
り
て
よ
み
け
る
c
伊
勢
の
御
息
所
、
男
の
心
に
て
、
か
げ
と
の
み
水
の
し
た
に
て
あ
ひ
見
れ
ど
魂
な
き
か
ら
は
か
ひ
な
か
り
け
り
女
に
な
り
た
ま
ひ
て
、
女
一
の
み
こ
、
か
ぎ
り
な
く
ふ
か
く
し
づ
め
る
わ
が
魂
は
浮
き
た
る
人
に
見
え
む
も
の
か
は
ま
た
、
宮
、
い
づ
こ
に
か
魂
を
も
と
め
む
わ
た
つ
み
の
こ
こ
か
し
こ
と
も
お
も
は
h
え
な
く
に
兵
衛
の
命
婦
、
っ
か
の
ま
も
も
ろ
と
も
に
と
ぞ
契
り
け
る
あ
ふ
と
は
人
に
見
え
ぬ
も
の
か
ら
糸
所
の
別
当
、
か
ち
ま
け
も
な
く
て
や
果
て
む
君
に
よ
り
思
ひ
く
ら
ぶ
の
山
は
こ
ゆ
と
も
生
き
た
り
し
を
り
の
女
に
な
り
て
、
あ
ふ
こ
と
の
か
た
み
に
恋
ふ
る
な
よ
竹
の
た
ち
わ
づ
ら
ふ
と
34 
聞
く
ぞ
悲
し
き
ま
た
、
身
を
投
げ
て
あ
は
む
と
人
に
契
ら
ね
ど
う
き
身
は
水
に
か
げ
を
な
ら
べ
つ
ま
た
、
い
ま
ひ
と
り
の
男
に
な
り
て
、
お
な
じ
え
に
す
む
は
う
れ
し
き
な
か
な
れ
ど
わ
れ
と
の
み
契
ら
ざ
り
け
む
返
し
、
女
、
う
か
り
け
る
わ
が
み
な
そ
こ
を
お
ほ
か
た
は
か
か
る
契
り
の
な
か
ら
ま
し
か
ば
ま
た
、
ひ
と
り
の
男
に
な
り
て
、
わ
れ
と
の
み
契
ら
ず
な
が
ら
お
な
じ
え
に
す
む
は
う
れ
し
き
み
ぎ
は
と
ぞ
思
ふ
伝
説
を
扉
風
絵
に
し
た
も
の
を
題
材
と
し
て
、
「
み
な
人
々
こ
の
人
に
か
は
り
て
よ
み
け
る
」
と
い
う
よ
う
に
そ
の
場
の
人
々
が
伝
説
中
の
人
物
に
な
り
か
わ
っ
て
代
わ
る
代
わ
る
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
十
世
紀
初
頭
頃
の
宮
廷
に
お
け
る
伝
承
の
享
受
の
実
態
が
窺
え
る
部
分
と
さ
れ
る
。
「
男
の
心
に
て
」
、
「
女
に
な
り
た
ま
ひ
て
」
な
ど
と
、
伝
説
中
の
人
物
に
な
り
か
わ
っ
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
が
も
と
の
伝
説
の
内
容
か
ら
は
ず
れ
た
「
そ
れ
ぞ
れ
彼
女
等
自
身
の
主
体
的
な
反
応
を
み
せ
て
い
る
」
点
に
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
り
な
が
ら
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
う
た
っ
て
い
く
か
た
ち
ゃ
、
伝
承
の
登
場
人
物
の
立
場
に
な
り
か
わ
っ
て
歌
を
う
た
う
姿
勢
、
伝
承
に
よ
り
な
が
ら
も
伝
承
の
内
容
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
点
な
ど
、
柘
枝
歌
群
と
の
共
通
性
が
指
摘
で
き
る
よ
、
つ
に
思
わ
れ
る
。
先
の
検
討
に
よ
る
と
、
伝
承
の
登
場
人
物
の
立
場
に
立
っ
た
A
歌
と
、
伝
承
に
よ
せ
て
い
な
が
ら
伝
承
と
は
異
な
る
世
界
を
描
き
出
す
B
・
C
歌
は
、
同
一
の
場
に
お
い
て
う
た
わ
れ
た
歌
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
百
四
十
七
段
の
よ
う
に
、
伝
承
を
題
材
と
し
て
複
数
の
人
物
が
自
身
の
思
い
や
立
場
を
自
由
に
う
た
い
合
っ
た
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
F
h
d
 
q
u
 
「
仙
柘
枝
が
歌
三
首
」
は
、
宴
席
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
、
そ
の
場
に
集
ま
っ
た
者
た
ち
が
伝
承
に
よ
せ
な
が
ら
自
身
の
思
い
や
立
場
を
う
た
い
あ
っ
た
歌
で
は
な
か
っ
た
か
。
A
歌
は
伝
承
中
の
登
場
人
物
の
立
場
に
な
り
か
わ
っ
て
恋
情
を
示
す
歌
で
あ
り
、
B
-
C歌
は
伝
承
に
よ
り
な
が
ら
も
、
伝
承
本
体
か
ら
は
逸
脱
し
た
よ
う
な
自
己
の
思
い
や
願
望
を
述
べ
た
歌
と
い
え
る
。
伝
承
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
描
く
だ
け
で
は
な
く
、
伝
承
に
よ
り
な
が
ら
自
己
の
意
見
を
表
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
高
橋
虫
麻
目
な
ど
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
集
団
の
場
に
お
け
る
文
芸
の
例
と
し
て
柘
枝
歌
群
は
貴
重
で
あ
る
。
柘
校
歌
群
は
、
歌
の
う
た
い
手
が
自
身
の
感
慨
を
加
え
な
が
ら
伝
承
を
享
受
し
、
集
団
の
場
に
お
い
て
披
露
し
合
う
文
芸
が
上
代
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
柘
枝
歌
群
を
生
み
出
す
よ
う
な
宴
席
の
場
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
平
安
朝
の
文
芸
と
い
か
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
す
も
の
と
し
た
い
。
主(l)
万
葉
集
の
本
文
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
集
』
(
小
学
館
、
一
九
九
四
1
六
)
に
よ
る
。
(2)
「
は
な
ち
」
の
原
文
は
、
西
本
願
寺
本
「
可
奈
和
」
、
紀
州
本
「
可
奈
知
」
。
西
本
願
寺
本
の
「
可
奈
和
」
を
「
か
な
わ
」
と
訓
む
説
と
、
紀
州
本
の
「
可
奈
知
」
を
「
巨
奈
知
」
の
誤
写
と
み
て
「
は
な
ち
」
と
訓
む
説
、
「
所
奈
知
」
と
し
て
「
そ
な
ち
」
と
訓
む
(
『
禽
葉
集
注
縛
』
)
説
な
ど
が
あ
り
、
未
だ
通
説
を
み
な
い
。
穿
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
「
か
な
わ
」
説
を
と
る
が
、
語
義
不
明
で
あ
る
点
に
難
が
あ
る
。
「
巨
」
字
と
「
可
」
字
の
誤
写
は
八
九
二
番
歌
に
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
は
な
ち
」
説
を
と
る
。
(3)
例
え
ば
、
土
田
杏
村
「
仙
柘
枝
伝
説
原
形
論
」
(
『
土
田
杏
村
全
集
第
十
一
巻
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
、
初
出
一
九
二
八
)
、
倉
野
憲
司
「
古
典
と
上
代
精
神
」
(
至
文
堂
、
一
九
四
二
)
、
千
々
和
実
「
万
葉
集
柘
枝
伝
の
探
索
と
遡
源
|
神
仙
都
藍
尼
伝
と
久
米
仙
人
伝
の
源
流
l
」
(
『
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告
』
七
、
一
九
五
五
)
、
目
加
固
さ
く
を
「
柘
枝
伝
考
」
(
『
語
文
研
究
』
一
二
、
一
九
六
二
、
西
村
真 量
次
言
葉
集
伝
説
歌
謡
の
研
墨
(
第
一
書
房
一
、
一
九
七
三
)
、
尾
崎
暢
狭
「
仙
柘
枝
の
歌
」
(
『
高
葉
歌
の
形
成
』
明
治
書
院
、
一
九
八
一
、
初
出
一
九
七
八
)
、
北
査
辛
櫛
「
柘
枝
伝
説
歌
覚
書
」
(
『
相
愛
国
-Z
一、
一
九
八
八
)
等
。
な
お
、
小
島
憲
之
「
失
は
れ
た
柘
枝
停
」
(
『
上
代
日
本
文
拳
と
中
国
文
撃
中
』
第
八
章
第
一
節
、
塙
書
一
房
、
一
九
六
回
、
初
出
一
九
五
四
)
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
で
と
ら
れ
て
い
る
物
語
の
断
片
を
集
め
る
こ
と
で
そ
の
全
貌
を
知
ろ
う
と
す
る
論
法
に
は
、
限
界
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
(4)
中
西
進
「
仙
柘
枝
歌
」
(
『
中
西
進
万
葉
論
集
第
二
巻
』
講
談
社
、
一
九
九
五
、
初
出
一
九
六
二
(5)
こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宴
の
左
注
|
万
葉
集
左
注
の
一
傾
向
」
(
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
七
、
二
O
一
一
)
に
詳
細
を
ゆ
ず
る。
(6)
巻
十
七
の
冒
頭
歌
群
(
三
八
九
0
1
三
八
九
九
)
は
、
大
伴
旅
人
関
連
の
資
料
を
手
に
入
れ
た
家
持
の
手
に
よ
っ
て
こ
の
位
置
に
配
列
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
二
十
の
十
歌
群
は
、
天
平
勝
宝
七
歳
(
七
五
五
)
の
防
人
関
連
歌
で
、
「
部
領
防
人
使
」
か
ら
大
伴
家
持
に
進
上
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
し
た
歌
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
例
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
は
「
大
伴
旅
人
・
家
持
関
連
の
歌
」
と
し
て
一
括
し
た
。
(7)
伊
藤
博
『
寓
葉
集
罪
庄
は
、
B
歌
の
「
こ
の
タ
」
に
つ
い
て
「
そ
の
宴
席
が
夕
方
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、
C
歌
の
「
こ
こ
」
に
つ
い
て
は
「
宴
席
の
場
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る。
n
h
u
 
qu 
(8)
『
風
土
記
』
お
よ
び
『
古
事
記
』
本
文
は
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
(
小
学
館
、
一
九
九
七
)
に
よ
る
。
(9)
窪
田
空
穂
事
刀
葉
集
評
釈
』
に
、
「
女
の
手
を
取
る
の
は
、
求
婚
の
意
を
表
す
仕
ぐ
き
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
恋
情
を
示
す
と
い
う
程
度
に
理
解
す
る
。
(
叩
)
『
古
義
』
『
山
田
講
義
』
『
窪
田
評
釈
』
『
全
集
』
『
全
注
』
『
釈
注
』
『
全
解
』
等
が
こ
の
訳
を
と
る
。
(
日
)
『
佐
佐
木
評
釈
』
『
私
注
』
『
注
釈
』
『
新
大
系
』
罫
全
集
』
『
全
歌
講
義
』
等
が
こ
の
訳
を
と
る
。
(
ロ
)
小
田
勝
『
古
代
日
本
語
文
法
』
(
お
う
ふ
う
、
二
O
O七
)
(日
)
A
歌
の
左
注
に
は
「
右
の
一
首
」
の
下
に
「
或
は
云
は
く
」
と
い
う
か
た
ち
に
よ
る
記
述
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
「
た
だ
し
」
と
い
う
か
た
ち
で
「
柘
校
伝
」
と
い
う
資
料
を
用
い
た
確
認
の
記
述
が
あ
る
。
だ
が
、
「
或
は
云
は
く
」
以
下
の
記
述
の
信
用
性
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
り
、
こ
こ
で
は
「
右
の
一
首
」
以
外
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
左
注
筆
者
の
想
定
と
い
う
程
度
に
解
し
て
お
き
た
い
。
(
弘
)
先
掲
、
注
(1)
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
』
三
八
六
番
歌
頭
注
。
(
日
)
『
大
和
物
産
本
文
は
、
罫
編
日
本
古
典
文
学
全
集
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
平
中
物
産
(
小
学
館
、
一
九
九
四
)
に
よ
る
。
(
凶
)
今
井
源
衛
『
大
和
物
語
評
釈
』
(
笠
間
書
院
、
二
O
O
O
)
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